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出来が もたらした弊Ef.Jlについては既 に捌 ちら:"坐

恐系と出来''に詳述されている.この反省の上に立っ

て今後の召出防除のあり方について "総合防除"とい

う獅針が挺旧されてから既に10年になる.この間に日

本の研究者が,ttt界的な動向に対応して,国内の具体

的な課血に約力的にとり組んできた成果を現段階にお

いてとりまとめたのが本書である.

内容は班諭桐,技術鼠 各論編からなる.理論編で

は本邦における害虫大発生の歴史を回職し,これに対

し徒手捕殺法から発してウン力餅に対する注油駆除法,

ニカメイガに対する誘ガ灯誘殺法,園芸害虫に対する

と≦払 天然殺虫剤の利用,天敵導入,などを経て発生

予察技術が砲立されるまで日本が欧米の彫響をうけな

がらも'Jl'Tに独臼の技術開発を行なってきた経過をのべ

ていろ.それが敬後新出薬の村人により良薬偏式技術

に転換したところに将来総合防除へ向わざるをえない

英機が内nJLされていT:ことになる.

次いで, 総合防除の班念にふれ,1965年 Smith･

Reynoldsが捉案した泣栽 "総合防除 とはあらゆる適

切な技術を相互に矛眉しない形で班用し,経済的被害

杏.LLずるレベル以下に日出個体桝を滅少させ,かつそ

の低いレベルに維持するための害虫個体那管理システ

ムである''を紹介している.彰虫はその密度を,それ

による被臼が経済的に許容できる水準以下に探てばよ

いのであって,殺虫剤を用いるとして も,被害がこの

水準を上まわると予測されるときに限られる.したが

って. 総合防除 の基本概念 のなかには ｢被害許容水

準｣とこれに対応する｢被害許容密度｣,さらに ｢変防

除密度｣の三者が含まれる.

このことから明らかなように,害虫個体群管理シス

テムを砕立するための北越理論は個体酢変動理論のな

かに求められる.Fj!諭鮎の大部分はこれにあてられ,

評

昆虫の数,密度の推定法,害虫個体数変動の方向を予

知するための要因解析法,システムモデルの作 り方に

ついてのべられている.

技術編は総合防除のなかに組み入れられる各種の手

段すなわち,1)員薬,2)生物的防除 (天敵),3)同

(微生物),4)作物 の耐虫性向上 5)生理活性物TI

(ホルモン,フェロモン),6)迫伝的防除 (不妊化は.

雑種不妊法, 細胞質不和合法,染色体転座その他),

が分担執筆されている.

各論柄においては 1)畑作,2)水稲,3)果W,4)

森菜,にわたって総合防除が成功した例.研究途上に

あるが可能性の高い例などがのべられている.回内の

例としては高知県下の施設園芸でのモデルをあげてい

る.ハスモンヨトウについては多核体ウィルス.卯Co

田射による不妊化,フェロモンによる誘引など多方面

か らのアプローチがあり.将来が期待される.水稲Eif

虫については既に桐谷が発表したものをとりまとめて

いるが,当面は桝描法,天敵,員英の総合利用によっ

て封虫を被害許容密度以下の水準に管理制御するほか

はないとし, その水準 としてニカメイガは2000/10a

(高木), トビイロウンカは那3回成虫の短趨型雌成虫

30-50/loo株 (岸本)を例示していろ.以後に誌一石知Bri

下におけろツマグロヨコバイ管理方式をのべている.

以上を皿先して,総合防除が確立された例は少ない

し,一応モデルが提出されてもまだ改良の余地を多く

班しているといえよう.他方天敵導入だけで立派に成

功した例は4例あるが,他の多くは効架不十分で他の

何らかの手段と組み合わせてようやく有効となるもの

であろう.その他の手段は開発途上のものが多く技術

として完成されるまでにはまだ数年かか りそうである.

したがって当分は投薬は最 も頼 りになる手段として伐

るであろうが,その際にも総合防除の阻底にある以且l

を忘れてはならないことは本智の主張によってnJ]らか

である. (鈴木宙治)
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